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令和６年度ジェネリック医薬品に関する県民アンケート調査票

《令和６年 月 日（ ）までにご回答ください》

調査の趣旨

少子高齢化の進展などに伴って医療費が増加し、医療保険財政を圧迫しています。ジェネリック医

薬品を使用することで、医療機関等の窓口での自己負担が軽くなるとともに、医療費の適正化が図ら

れます。このため、国や県ではジェネリック医薬品の使用促進に取り組んでいます。

今回、その施策の参考とするためアンケート調査を実施しますので、お忙しいところ誠に恐縮です

が、ご協力をよろしくお願いします。

（ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品の独占販売期間が終了した後に、他の製薬メ

ーカーが製造した先発医薬品と同じ有効成分のお薬で、効き目や安全性が先発医薬品と同等と国が認

めたお薬のことです。ジェネリック医薬品は先発医薬品に比べ開発費がかからないので、薬の価格が

低く設定されており、お薬にかかる医療費を低く抑えることができます。）

問-.現在のお住まいはどちらですか。（単一選択式）

１．長崎市 ２．佐世保市 ３．島原市 ４．諫早市 ５．大村市 ６．平戸市

７．松浦市 ８．対馬市 ９．壱岐市 10．五島市 11．西海市 12．雲仙市

13．南島原市 14．長与町 15．時津町 16．東彼杵町 17．川棚町 18．波佐見町

19．小値賀町 20．佐々町  21．新上五島町

問-.あなたの性別をお答えください。（単一選択式）

１．男    ２．女    ３．答えたくない   

問-.あなたの年齢をお答えください。（単一選択式）

１．19歳以下     ２．20～29歳     ３．30～39歳     ４．40～49歳

５．50～59歳     ６．60～69歳     ７．70～79歳    ８．80歳以上

問１.「ジェネリック医薬品」（後発医薬品）のことについてご存知ですか。（単一選択式）

１．よく知っている（問２以降へ）

２．だいたい知っている（問２以降へ）

３．言葉は聞いたことがある（問２以降へ）

４．知らない（問19へ）
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問２.｢ジェネリック医薬品｣について知っている内容は何ですか。（複数選択式）

１．先発医薬品の特許が切れたあとに、他のメーカーが製造し販売される薬

２．先発医薬品と品質・有効性・安全性が同等    

３．国（厚生労働省）で承認された薬

４．先発医薬品と比べて薬の価格が安い

５．国全体の医療費（薬剤費）が節約され、国民皆保険制度を維持するのに役立つ

６．先発医薬品と添加物が異なる場合がある

７．添加物など製剤開発の工夫により、先発医薬品より色や形、味など、飲みやすく改良されてい

るものがある

８．薬によっては、ひとつの先発医薬品に対して、複数のジェネリック医薬品が存在する

９．ジェネリック医薬品が存在しない先発医薬品もある

10．先発医薬品の製造販売が終了し、ジェネリック医薬品しかない場合もある

11．その他（                            ）

問３.「ジェネリック医薬品」のことについて、どのようにしてお知りになりましたか。（複数選択式）

１．病院・診療所・歯科診療所での説明 ２．薬局での説明 ３．ポスター・チラシ

４．家族・知人・友人から   ５．テレビ・ラジオ   ６．新聞   ７．雑誌

８．市町からのお知らせ（差額通知など） ９．バス広告  10．その他（         ）

問４.「ジェネリック医薬品」について、知りたいことは何ですか？（複数選択式）

１．効能・効果  ２．安全性  ３．使用感   ４．副作用 ５．お薬代 ６．相談窓口

７．その他（                                ）

問５.「ジェネリック医薬品」について、医療機関（病院・診療所・歯科診療所）や薬局で質問や相談

をした経験はありますか。（複数選択・入力式）

１．医師に質問・相談したことがある（問６へ）

２．歯科医師に質問・相談したことがある（問６へ）

３．薬剤師に質問・相談したことがある（問６へ）

４．ない（問７へ）

問６.《問５で「質問・相談したことがある」と回答した方》

その質問・相談内容について、簡単にご記入ください。（記入式）

質問・相談内容（                              ）
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問７.「ジェネリック医薬品」について、医療機関（病院・診療所・歯科診療所）や薬局で勧められた

経験はありますか。（複数選択式）

１．医師から勧められたことがある（問８へ）

２．歯科医師から勧められたことがある（問８へ）

３．薬剤師から勧められたことがある（問８へ）

４．ない（問９へ）

問８.《問７で「勧められた経験がある」と回答した方》

医療機関や薬局で勧められた際、「ジェネリック医薬品」について十分理解できましたか。

（単一選択式）

１．説明を受け、内容を十分に理解した

２．説明を受け、内容をほぼ理解した

３．説明を受けたが、内容を理解できなかった

４．十分な説明がなかった

５．その他（                                     ）

問９.医療機関や薬局で、「ジェネリック医薬品」の交付を受けたいと思われますか。（単一選択式）

１．すでに受けている（問10へ）

２．受けたい（問10へ）

３．受けたくない（問14へ）

４．わからない（問16へ）

問10.《問９で「１．すでに受けている」「２．受けたい」と回答した方》

「ジェネリック医薬品」の交付を受けた又は受けたい理由は何ですか。（複数選択式）

１．先発医薬品と効果が同じ    

２．先発医薬品と安全性に変わりがない   

３．お薬代が安くなる    

４．医療機関で勧められた   

５．薬局で勧められた   

６．家族・知人・友人に勧められた  

７．広告を見て・聞いて   

８．試しに使ってみたい      

９．市町からのお知らせ（差額通知など）

10．その他（                            ）
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問11．《問９で「１．すでに受けている」と回答した方》

「ジェネリック医薬品」を使ってみて良いと感じたことはありますか。（複数選択式）

１．錠剤の大きさ（錠剤を小さくするなど、工夫されているものがあります）

２．味やにおい（味やにおいを飲みやすく工夫されているものがあります）

３．お薬代が安くなる        

４．わからない

５．その他（                                     ）

問12．《問９で「１．すでに受けている」と回答した方》

2020年以降、複数の医薬品製造メーカーが起こした不祥事案に端を発し、後発医薬品における製

品供給体制が不安定になりました。あなたが交付を受けている「ジェネリック医薬品」で医薬品

が変更されるなどの影響がありましたか。

１．はい（問13へ）

２．いいえ

問13．《問12で「１．はい」と回答した方》

どのような影響がありましたか。（複数選択式）

１．別のジェネリック医薬品に変更になった

２．先発医薬品に変更になり、お薬代が高くなった

３．代替えの医薬品がなく服用中止となった

４．別の薬局を紹介された

５．その他（                                     ）

問14.《問９で「３．受けたくない」と回答した方》

「ジェネリック医薬品」の交付を受けたくない理由は何ですか。（複数選択式）

１．ジェネリック医薬品自体をよく知らない   

２．使い慣れた薬の方がいい

３．医師や薬剤師等に相談しにくい  

４．効果が期待できない  

５．品質に不安がある   

６．副作用が心配      

７．お薬代が安くならない    

８．手続きが面倒くさい

９．その他（                                ）
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問15. 《問14で「２．使い慣れた薬の方がいい」と回答した方》

その具体的な理由を教えてください。（記入式）

問16.医療機関や薬局で、実際に「ジェネリック医薬品」へ変更したことはありますか。（単一選択式）

１．はい（問17へ）

２．いいえ（問18へ）

問17.《問16で「１．はい」と回答した方》

どのようにして「ジェネリック医薬品」へ変更されましたか。主なものを一つ選んでください。

（単一選択式）

１．自ら変更をお願いした  ２．医療機関で勧められた ３．薬局で勧められた

４．その他（                               ）

問18.《問16で「２．いいえ」と回答した方》

「ジェネリック医薬品」へ変更しなかった理由は何ですか。（複数選択式）

１．ジェネリック医薬品自体をよく知らない   

２．使い慣れた薬の方がいい

３．医師、歯科医師に相談しにくい    

４．薬剤師に相談しにくい   

５．効果が期待できない     

６．品質に不安がある    

７．副作用が心配     

８．お薬代が安くならない    

９．在庫がなかった

10．医師、薬剤師等から特に説明がなかった     

11．医師・歯科医師の判断による   

12．その他（                                    ）

問 19.医療機関や薬局の窓口で提示することができる「ジェネリック医薬品希望カード」もしくは  

「ジェネリック医薬品希望シール」のことをご存知ですか。（単一選択式）

  ※県立保健所、薬局等で配布されています。

１．はい（問20へ）

２．いいえ（問22へ）
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問20.《問19で「１．はい」と回答した方》

「ジェネリック医薬品希望カード」もしくは「ジェネリック医薬品希望シール」をお持ちですか。

（単一選択式）

１．はい（問21へ）

２．いいえ（問22へ）

問21.《問20で「１．はい」と回答した方》

「ジェネリック医薬品希望カード」もしくは「ジェネリック医薬品希望シール」を使用した経験

はありますか。（単一選択式）

１．はい

２．いいえ

問22.将来にわたって安心して医療を受けられることが出来るように（医療保険財政の改善）、「ジェネ

リック医薬品」を使用促進することは必要だと思いますか。（単一選択式）

１．はい

２．いいえ

３．わからない

問23.ジェネリック医薬品の利用に関して、行政（厚生労働省、長崎県福祉保健部薬務行政室）に対し

要望することがあれば、該当するものを２つ以内で選んでください。（２つ選択）

１．ジェネリック医薬品が市場に流通するまでの審査の仕組みについての周知

２．医療関係者へのジェネリック医薬品に関する情報の提供（研修会の開催など）

３．患者さんへのジェネリック医薬品に関する情報の提供

４．品質の高いジェネリック医薬品とするためのメーカーへの指導

５．ジェネリック医薬品を安定的に市場へ供給できる体制づくり

６．薬局でジェネリック医薬品を確実に選択できる体制づくり

７．その他（                                     ）

８．特になし

問24.バイオ医薬品のことについてご存じですか。（単一選択式）

１．知っている

２．だいたい知っている

３．言葉は聞いたことがある

４．知らない

（バイオ医薬品とは？）

バイオ医薬品は遺伝子組み換え技術を応用し、動物または微生物が持つタンパク質（ホルモン、酵

素、抗体等）を作る力を利用して製造される医薬品です。
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問25.「バイオシミラー」（バイオ後続品）のことについてご存知ですか。（単一選択式）

１．よく知っている

２．だいたい知っている

３．言葉は聞いたことがある

４．知らない

（バイオシミラーとは？）

バイオシミラーとは、既に認可されている高額なバイオ医薬品と類似した品質特性や有効性を示す

後発品のことをいいます。

問26.「バイオ医薬品」又は「バイオシミラー（バイオ後続品）」を使ったことがありますか。

（単一選択式）

１．どちらも使ったことがある

２．「バイオ医薬品」を使ったことがある

３．「バイオシミラー（バイオ後続品）」を使ったことがある

４．どちらも使ったことはない

５．よくわからない

問27.令和６年10月１日から導入される「後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養」

についてご存じですか。（単一選択式）

１．知っている

２．だいたい知っている

３．言葉は聞いたことがある

４．知らない

（後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養とは？（簡易説明））

令和６年 10 月１日から、医療上の必要性がないにも関わらず、患者さんが「後発医薬品でなく先

発医薬品（長期収載品）を使いたい」と希望した場合には、両者の差額の1/4を患者さん自身が負担

する仕組み（選定療養）が導入されます。


